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た
く
さ
ん
の
善
意

　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
10
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
“
赤
い

羽
根
共
同
募
金
”
は
、
町
民
の
み
な

さ
ま
や
職
域
の
方
々
か
ら
心
温
ま

る
た
く
さ
ん
の
善
意
の
募
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
㈫
に
実
施
し
た
大
鰐

町
赤
十
字
奉
仕
団
の
ご
協
力
に
よ

る
街
頭
募
金
の
ほ
か
職
域
募
金
、

さ
ら
に
み
な
さ
ま
の
個
別
の
募
金

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
い

ま
ま
で
募
金
を
い
た
だ
い
た
総
額

は
約
百
五
十
万
円
と
な
り
、
内
訳

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
地

域
活
性
化
の
た
め
の
懇
談
会
や

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も

た
ち
の
行
事
な
ど
の
福
祉
活
動

の
費
用
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、災
害
時
に
は
被
災
地
の
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
・
運
営
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「赤い羽根をどうぞ」

令
和
２
年
新
春
に
あ
た
り

鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸漁鋸

　
み
な
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
み
な
さ
ま
方
か
ら
の
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年
は
、
天
皇
の
即
位
の
ほ
か
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
日
本
全
体
が
沸
き
上
が
る
ほ
ど
喜
ば
し
い
祭
典
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
地
域
も
あ
る
ほ
か
、
新
た
な
る
社
会
問
題
化
と
な
っ
て
い
る
生
活

困
窮
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
こ
と
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
高
齢
者
の
介
護
問
題
な
ど
社
会
を
取
り
巻
く
問
題
は
、
複
雑
で
高

度
化
し
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
地
域
で
の
住
民
間
で
の
互

助
や
共
助
を
推
進
し
、
お
隣
同
士
で
見
守
り
を
継
続
し
て
支
え
合
い

活
動
の
地
域
と
な
る
よ
う
切
に
願
い
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
し
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
や

町
や
県
な
ど
の
行
政
の
ほ
か
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
地
域
全
体
で

考
え
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
共
生
社
会
の
考
え
方
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
会
は
「
み
ん
な
で
築
く
あ
ん
し
ん
お
お
わ
に
」
の

基
本
理
念
の
も
と
着
実
に
社
会
福
祉
活
動
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
す
と
と
も

に
、
今
後
も
本
会
に
対
す
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

会

　長

　山

　田

　金

　治

内　訳 募金額（円）
戸別募金 1,351,550
街頭募金 31,698
学校募金 38,351
職域募金 55,568
その他 20,000
合　計 1,497,105

（令和元年12月現在）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
中
間
報
告
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令和2年1月

第
34
回
大
鰐
町
社
会
福
祉
大
会
開
催町立大鰐小学校５年生児童による

福祉活動発表の様子

　
本
会
は
11
月
22
日
㈮
、
大
鰐
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
約
180
名
の
町
民
・
関
係
者
の

参
加
の
も
と
、
大
鰐
町
の
社
会
福
祉
の
発
展

に
資
す
る
町
民
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
社

会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
大
会
で
は
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
、
表
彰
の
部
・
感
謝
の
部
で
対

象
と
な
っ
た
の
は
左
記
の
７
名
・
２
団
体
の

方
々
で
す
。

　表
彰
の
部

　
　
老
人
福
祉
功
労

　
　
　
山
　
田
　
　
　
司
　
様
（
宿
川
原
）

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労

　
　
　
渡
　
邊
　
睦
　
夫
　
様
（
居
　
土
）

　
　
　
嘉
　
瀬
　
要
　
子
　
様
（
大
　
鰐
）

　
　
　
岸
　
元
　
伸
　
一
　
様
（
大
　
鰐
）

　
　
　
小
笠
原
　
富
美
子
　
様
（
三
ツ
目
内
）

　
　
　
菊
　
池
　
啓
　
子
　
様
（
蔵
　
館
）

　
　
　
油
　
川
　
禎
　
藏
　
様
（
大
　
鰐
）

　
感
謝
の
部

　
　
地
域
交
流
の
推
進

　
　
　
清
川
親
睦
会
　
様

　
　
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
町
立
大
鰐
中
学
校
　
様

　
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
後
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
山
田
司
さ
ん
が
「
私
も
高
齢
者
と

呼
ば
れ
る
年
齢
で
す
が
、
本
日
の
こ
の
受
賞

を
励
み
に
、
大
鰐
町
の
福
祉
の
発
展
の
た
め

に
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
、
町
立
大
鰐
小
学
校
　
年

生
児
童
が
福
祉
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
仲
間
だ
～
耳
の
不
自
由
な
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
困
り
ご
と
や

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の

た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
な
ど
を
勉
強
し
て

き
た
日
頃
の
成
果
を
活
か
し
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
で
発
表
し
ま
し
た
。
福
祉
教
育
の

一
環
と
し
て
、
聴
覚
障
害
者
を
理
解
す
る
有

意
義
な
機
会
で
し
た
。

　
続
い
て
の
記
念
講
演
は
、
一
般
財
団
法
人

弘
前
文
化
財
保
存
技
術
協
会
の
理
事
長
を
務

め
る
今
井
二
三
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
私

た
ち
は
こ
う
し
て
大
鰐
を
つ
く
り
ま
し
た
」

と
題
し
、
弘
前
藩
と
の
関
わ
り
や
大
円
寺
の

歴
史
・
温
泉
地
と
し
て
の
発
展
な
ど
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
福
祉
活
動
発
表
や

記
念
講
演
に
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

表彰の部の方々

感謝の部の方々

記念講演の講師
一般財団法人弘前文化財保存技術協会
　理事長　　今　井　二三夫　　氏
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ん
が
「
私
も
高
齢
者
と

呼
ば
れ
る
年
齢
で
す
が
、
本
日
の
こ
の
受
賞

を
励
み
に
、
大
鰐
町
の
福
祉
の
発
展
の
た
め

に
も
う
ひ
と
頑
張
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
、
町
立
大
鰐
小
学
校
　
年

生
児
童
が
福
祉
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
仲
間
だ
～
耳
の
不
自
由
な
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の
困
り
ご
と
や

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
の

た
め
の
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ピ
ッ
ク
）
な
ど
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勉
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し
て

き
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日
頃
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し
、
工
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ら

し
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発
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。
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環
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す
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機
会
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し
た
。

　
続
い
て
の
記
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演
は
、
一
般
財
団
法
人

弘
前
文
化
財
保
存
技
術
協
会
の
理
事
長
を
務

め
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今
井
二
三
夫
氏
を
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師
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迎
え
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私

た
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こ
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し
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大
鰐
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く
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た
」
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弘
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史
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地
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発
展
な
ど
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
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ま
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。

　
参
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方
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、
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祉
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動
発
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記
念
講
演
に
深
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聴
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入
っ
て
い
ま
し
た
。

表彰の部の方々

感謝の部の方々

記念講演の講師
一般財団法人弘前文化財保存技術協会
　理事長　　今　井　二三夫　　氏
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昔
な
が
ら
に〝
う
す
〟

と〝
き
ね
〟で
つ
く「
も

ち
つ
き
会
」
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
出
来

た
つ
き
た
て
の
餅
は
雑

煮
や
き
な
こ
餅
な
ど
に

し
て
参
加
者
全
員
で
食

べ
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

も
ち
つ
き
会
　

を
開
催
し
ま
す

三
世
代
交
流

参加者
募　集

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
11
月
15
日
㈮
、
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
が
青
森
市
で

開
催
さ
れ
、
大
鰐
町
か
ら
は
左
記
の
３
名
の

方
が
民
生
委
員
児
童
と
し
て
の
長
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
表
彰

　
８
月
31
日
㈯
、
青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
会

主
催
の
青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会
が
五
所

川
原
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
鰐
町
母
子

寡
婦
福
祉
会
か
ら
は
会
長
の
石
塚
ミ
ツ
エ
さ

ん
が
長
年
会
長
職
を
務
め
た
功
績
を
認
め
ら

れ
、
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
当
日
の
参
加
も

出
来
ま
す
が
、

食
材
の
準
備
の

都
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
出
来

る
だ
け
事
前
に

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　
９
月
25
日
㈬
、
青
森
県
知
事
表
彰
等
授
与

式
が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
大
鰐
町
か
ら
は
前
会
長
の
岩
﨑
さ
つ
さ

ん
が
同
会
の
評
議
員
と
し
て
の
長
年
の
功
績

を
認
め
ら
れ
、
特
別
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

津
軽
広
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　連
絡
協
議
会
長
表
彰

　
12
月
３
日
㈫
、
津
軽
広
域
社
会
福
祉
協
議

会
連
絡
協
議
会
は
長
年
の
福
祉
へ
の
功
績
に

よ
り
大
鰐
町
か
ら
は
左
記
の
社
会
福
福
祉
法

人
功
労
３
名
、
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
３

名
の
方
が
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
理
津
子
　
様

山
本
　
晴
子
　
様

村
井
富
久
子
　
様

社
会
福
祉
法
人

　
役
職
員（
３
名
）

秋
元
　
広
光
　
様

笹
田
　
和
夫
　
様

田
中
　
大
生
　
様

民
生
委
員

児
童
委
員（
３
名
）

佐
藤
　
イ
サ
　
様

石
郷
　
盛
夫
　
様

笹
森
　
慶
子
　
様

日
　
時
　
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
　
所
　
大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
　
集
会
室

参
加
費
　
無
料

受賞おめでとう
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令和2年1月

　
豊
富
な
知
識
・
経
験
・
技
能
を
活
か
し
て

一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
就
業
や
収
入

の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
人
の
希
望
と

能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が
出
来
ま
す
。

【
作
業
内
容
】

●
り
ん
ご
・
ト
マ
ト
畑
な
ど
で
の
農
作
業

●
草
取
り
・
草
刈
り

●
各
種
清
掃
作
業
（
屋
内
外
清
掃
）

●
駐
車
場
で
の
車
輌
誘
導
・
管
理

●
冬
期
間
の
除
雪

※
当
月
の
作
業
に
応
じ
て
、
翌
月
に
報
酬

（
配
分
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　入
会
資
格

①
大
鰐
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳
以
上
で

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方
。

②
入
会
説
明
を
受
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
。

③
所
定
の
入
会
申
し
込
み
書
類
を
提
出

し
、
年
会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た
方
。

投稿コーナー「おらほの活動」

芸
達
者
の
祭
典
華
や
か
な
り

大
鰐
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

会
長
　
山
田
　
　
司

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
に
は
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
ら
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
今
年
も
元
気

い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
さ
と
喜
び

に
満
ち
た
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
む
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
数
あ
る

行
事
の
中
か
ら
人
気
の
高
い
〝
芸
能
発
表

会
〟
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
９
月
６
日
㈮
、
鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ

を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
司
会
の

熊
野
寅
蔵
さ
ん
の
名
調
子
で
演
目
が
ス

タ
ー
ト
し
、
31
組
の
方
々
が
日
頃
か
ら
練

習
を
重
ね
た

歌
や
踊
り
を

披
露
し
ま
し

た
。
演
歌
の

ヒ
ッ
ト
曲
あ

り
、
懐
か
し

い
歌
謡
曲
あ

り
。
艶
や
か

な
踊
り
か
ら

賑
や
か
な
ス

コ
ッ
プ
三
味

線
と
多
彩
な

演
目
の
た
び
に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
多

く
の
観
覧
者
か
ら
は
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
演
目
を
終
え
た
出
演
者
の
中
に
は
、
感

極
ま
っ
て
涙
目
に
な
っ
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
生

き
が
い
の
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ
た
一
幕
で

し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
生
き
が
い
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
の
行
事
を
楽
し
く
行
っ
て
い

ま
す
。
願
わ
く
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
主
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

入
会
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
鰐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
住
所
　
大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
川
原
田

　
　
　
　［
大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
］

　
電
話
　
４
９
－
１
５
５
０
（
担
当
　
石
田
）

大
鰐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
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ら
練

習
を
重
ね
た

歌
や
踊
り
を

披
露
し
ま
し

た
。
演
歌
の

ヒ
ッ
ト
曲
あ

り
、
懐
か
し

い
歌
謡
曲
あ

り
。
艶
や
か

な
踊
り
か
ら

賑
や
か
な
ス

コ
ッ
プ
三
味

線
と
多
彩
な

演
目
の
た
び
に
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
多

く
の
観
覧
者
か
ら
は
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
演
目
を
終
え
た
出
演
者
の
中
に
は
、
感

極
ま
っ
て
涙
目
に
な
っ
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
生

き
が
い
の
大
切
さ
が
感
じ
ら
れ
た
一
幕
で

し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
生
き
が
い
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
の
行
事
を
楽
し
く
行
っ
て
い

ま
す
。
願
わ
く
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
主
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

入
会
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
鰐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
住
所
　
大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
川
原
田

　
　
　
　［
大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
］

　
電
話
　
４
９
－
１
５
５
０
（
担
当
　
石
田
）

大
鰐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
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たすけあい資金貸付事業　　　
資金の種類 貸付限度額 申請に必要な書類等

生活資金 一時的な生活費 3万円以内
福祉資金 自立更生の経費 5万円以内

療養資金 病気療養の経費 5万円以内 病院の請求書
※高額療養費と同時貸付はできません

高額療養資金 高額療養費支払の経費 高額療養費支給対象額
90％以内

国民健康保険証
病院の請求書

出産資金 出産に要する費用 出産一時金の 90％以内 母子手帳

その他
◦利率は無利子となります。
◦償還期限は 1年以内となります。
◦自立と生活助長が目的の為、各地区の民生委員からの意見書が必要となります。

※たすけあい資金貸付事業は町民からの善意の寄付によって実施しております。

目 的 低所得世帯等に対し、資金の貸付と必要な援助指導を行うことにより、その経済的
自立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を営ませることを目的とします。

貸 付 対 象
いずれも借受人の世帯に貸付する資金です。
（１）低所得世帯…世帯全体の収入を合計し、世帯構成員の人数で割り返した時、１人当りの所得が月額８万円以下の世帯。
（２）障害者世帯…障害者手帳の交付を受けている世帯。障害者自身の生活の自立と資金の必要性を踏まえて判断します。
（３）高齢者世帯…収入の目安は低所得世帯に準じます。

貸 付 条 件 貸付を受ける事によって自立更生が可能な者に対し貸付を行います。
必要な書類 貸付種類に応じて、申請書・添付書類が異なります。

大鰐町社会福祉協議会では、下記の貸付事業を行っております。
（詳しいお問い合わせは社協事務局まで）

生活福祉資金貸付事業　　　

賃金の種類 貸付標準額 据置き期間 償還期限

総合支援資金

生 活 支 援 費

複数世帯　月額20万円以内
※最大12か月間

最終貸付日から６月以内

20年以内

単身世帯　月額15万円以内
※最大12か月間

住 宅 入 居 費 40万円以内 貸付けの日（生活支援費
とあわせて貸し付けてい
る場合には、生活支援費
の最終貸付日）から６月
以内

一 時 生 活 再 建 費 60万円以内

福 祉 資 金
福 祉 費 資金の目的によって異なります。

貸付けの日（分割による
交付の場合には最終貸付
日）から６月以内

資金の目的によって異な
ります。

緊 急 小 口 資 金 10万円以内 貸付けの日から２月以内 ８月以内

教育支援資金 教育支援費

高 校 月額）3万 5千円以内
当該修学資金の貸付けに
より、就学した者が高等
学校、大学又は高等専門
学校を卒業した後の６月
以内

8年以内

高等専門学校 月額）6万円以内 10年以内

短 期 大 学 月額）6万円以内 10年以内

大 学 月額）6万 5千円以内 15年以内

就学支度費 50万円以内

不動産担保型
生活資金

不動産担保型生活資金 月30万円以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

要 保 護 世 帯 向 け
不動産担保型生活資金 生活扶助額の1.5倍以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

（債権者：都道府県社協）

（債権者：大鰐町社協）
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　「
両
親
が
仕
事
で
子
ど
も
の
帰
宅
時
間
に
誰
も
い
な
い
」「
祖
父
母

は
い
る
が
農
作
業
な
ど
で
家
に
い
な
い
」
な
ど
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
は
、
そ
ん
な
小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所

（
遊
び
場
）
で
す
。
宿
題
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
、
児
童
館
と
併
設
の
ク

ラ
ブ
の
た
め
、
異
年
齢
の
交
流
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
か

ら
ま
っ
す
ぐ
に
来
館
で
き
、
土
曜
日
や
臨
時
休
校
の
日
も
お
弁
当
持

参
で
１
日
中
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

行
事
に
よ
り
材
料
費
な
ど
の
負
担
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
を
開

始
し
ま
し
た
（
新
１
年
生
も
登
録
で
き
ま
す
）。
登
録

希
望
の
方
は
、
提
出
書
類
が
児
童
館
事
務
室
に
あ
り

ま
す
の
で
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
申
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
に
引
き
続
き

利
用
さ
れ
る
場
合
も

年
度
毎
の
申
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
度
途
中
の
申
込

み
も
可
能
で
す
が
、

４
月
か
ら
利
用
す
る

場
合
の
保
険
手
続
き

の
関
係
で
締
め
切
り

は
、
３
月
15
日
ま
で

と
し
ま
す
。 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
受
付
開
始

令和２
年度

放課後児
童クラブ補助員募集

勤務時間　午前８時30分～午後６時の間の
　　　　　こちらから指定した時間
　　　　　平日は２時間程度で週２回ほど
　　　　　※土曜日・学校休業時は４時間程度
　　　　　　学校休業時は週３回ほど
職務内容　利用児童の見守り　行事の補助
給　　与　時給790円
雇用期間　令和２年４月１日
　　　　　～令和３年３月31日
申し込み　履歴書の提出　　（更新あり）
　　　　　（保育士・教員などの資格がある方

は写しの提出もお願いします）

子どもが好きな方
子どもと思いっきり遊びたい方

大歓迎です！

資 格 ・
年齢不問

「
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
楽
し
も
う
」

　
大
鰐
町
中
央
児
童
館
は
地
区
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民

と
の
交
流
な
ど
を
目
的
に
各
地
区
へ
出
張
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
16
日
㈯
、
こ
の
日
は
三
ツ
目
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
を

合
わ
せ
て
30
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
交
流
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
「
ア
メ
じ
ゃ
ん
け
ん
」
と
い
う

ゲ
ー
ム
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
室
内
ペ
タ
ン
ク
な
ど
を
子
ど
も

と
大
人
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
後
は
昔
懐
か
し
い
〝
大
王
〟
や
〝
芋
〟
の
ク
ジ
引
き

で
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
参
加
し
た
児
童
館

の
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
神
区
長
さ
ん
は
「
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
、

楽
し
く
て
元
気
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
三
ツ
目
内
に
来
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
交
流

の
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出張ふれあい児童館　in　三ツ目内
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たすけあい資金貸付事業　　　
資金の種類 貸付限度額 申請に必要な書類等

生活資金 一時的な生活費 3万円以内
福祉資金 自立更生の経費 5万円以内

療養資金 病気療養の経費 5万円以内 病院の請求書
※高額療養費と同時貸付はできません

高額療養資金 高額療養費支払の経費 高額療養費支給対象額
90％以内

国民健康保険証
病院の請求書

出産資金 出産に要する費用 出産一時金の 90％以内 母子手帳

その他
◦利率は無利子となります。
◦償還期限は 1年以内となります。
◦自立と生活助長が目的の為、各地区の民生委員からの意見書が必要となります。

※たすけあい資金貸付事業は町民からの善意の寄付によって実施しております。

目 的 低所得世帯等に対し、資金の貸付と必要な援助指導を行うことにより、その経済的
自立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を営ませることを目的とします。

貸 付 対 象
いずれも借受人の世帯に貸付する資金です。
（１）低所得世帯…世帯全体の収入を合計し、世帯構成員の人数で割り返した時、１人当りの所得が月額８万円以下の世帯。
（２）障害者世帯…障害者手帳の交付を受けている世帯。障害者自身の生活の自立と資金の必要性を踏まえて判断します。
（３）高齢者世帯…収入の目安は低所得世帯に準じます。

貸 付 条 件 貸付を受ける事によって自立更生が可能な者に対し貸付を行います。
必要な書類 貸付種類に応じて、申請書・添付書類が異なります。

大鰐町社会福祉協議会では、下記の貸付事業を行っております。
（詳しいお問い合わせは社協事務局まで）

生活福祉資金貸付事業　　　

賃金の種類 貸付標準額 据置き期間 償還期限

総合支援資金

生 活 支 援 費

複数世帯　月額20万円以内
※最大12か月間

最終貸付日から６月以内

20年以内

単身世帯　月額15万円以内
※最大12か月間

住 宅 入 居 費 40万円以内 貸付けの日（生活支援費
とあわせて貸し付けてい
る場合には、生活支援費
の最終貸付日）から６月
以内

一 時 生 活 再 建 費 60万円以内

福 祉 資 金
福 祉 費 資金の目的によって異なります。

貸付けの日（分割による
交付の場合には最終貸付
日）から６月以内

資金の目的によって異な
ります。

緊 急 小 口 資 金 10万円以内 貸付けの日から２月以内 ８月以内

教育支援資金 教育支援費

高 校 月額）3万 5千円以内
当該修学資金の貸付けに
より、就学した者が高等
学校、大学又は高等専門
学校を卒業した後の６月
以内

8年以内

高等専門学校 月額）6万円以内 10年以内

短 期 大 学 月額）6万円以内 10年以内

大 学 月額）6万 5千円以内 15年以内

就学支度費 50万円以内

不動産担保型
生活資金

不動産担保型生活資金 月30万円以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

要 保 護 世 帯 向 け
不動産担保型生活資金 生活扶助額の1.5倍以内 契約の終了後３月以内 据置期間終了後

（債権者：都道府県社協）

（債権者：大鰐町社協）
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は
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が
農
作
業
な
ど
で
家
に
い
な
い
」
な
ど
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
は
、
そ
ん
な
小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所

（
遊
び
場
）
で
す
。
宿
題
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
、
児
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館
と
併
設
の
ク
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ブ
の
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め
、
異
年
齢
の
交
流
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
か

ら
ま
っ
す
ぐ
に
来
館
で
き
、
土
曜
日
や
臨
時
休
校
の
日
も
お
弁
当
持

参
で
１
日
中
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
利
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は
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で
す
が
、
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事
に
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り
材
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な
ど
の
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が
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が
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ま
す
。

　
令
和
２
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度
の
放
課
後
児
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の
登
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を
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た
（
新
１
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も
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で
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の
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は
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が
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に
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。
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、
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れ
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も
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の
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を
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も
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月
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で
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は
、
３
月
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ま
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年度
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　　　　　平日は２時間程度で週２回ほど
　　　　　※土曜日・学校休業時は４時間程度
　　　　　　学校休業時は週３回ほど
職務内容　利用児童の見守り　行事の補助
給　　与　時給790円
雇用期間　令和２年４月１日
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申し込み　履歴書の提出　　（更新あり）
　　　　　（保育士・教員などの資格がある方

は写しの提出もお願いします）
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大歓迎です！
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ツ
の
室
内
ペ
タ
ン
ク
な
ど
を
子
ど
も

と
大
人
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
後
は
昔
懐
か
し
い
〝
大
王
〟
や
〝
芋
〟
の
ク
ジ
引
き

で
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
参
加
し
た
児
童
館

の
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
神
区
長
さ
ん
は
「
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
、

楽
し
く
て
元
気
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
三
ツ
目
内
に
来
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
交
流

の
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出張ふれあい児童館　in　三ツ目内
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令和2年1月

1月
18日 児童館　出張ふれあい児童館（唐牛）

21日
冬期間地区高齢者入浴福祉バス運行日
元気だよ！全員集合

23日
冬期間地区高齢者入浴福祉バス運行日
元気だよ！全員集合

25日 三世代交流もちつき会
2月
１日 除雪ボランティア

８日
除雪ボランティア
児童館　手作りバレンタイン

15日 除雪ボランティア

18日
冬期間地区高齢者入浴福祉バス運行日
元気だよ！全員集合

20日
冬期間地区高齢者入浴福祉バス運行日
元気だよ！全員集合

23日 児童館　入学おめでとう会
29日 除雪ボランティア

3月
10日

冬期間地区高齢者入浴福祉バス運行日
12日
14日 出張ふれあい児童館（高野新田）
27日 三世代交流春のお茶会
28日 児童館　館外活動
30日 児童館　がんばった会

行　事　・　会　議　予　定

※上記の予定は都合により変更となる場合があります。

善意の寄付
○福祉のために活用してもらいたい、と
寄付物品（フードバンク用食料品）が
寄せられました。有効に活用させてい
ただきます。ありがとうございました。

　⃝匿名希望（大鰐町民３件）

プルタブ寄贈
○福祉用具の購入費に充てさせて
いただきます。ありがとうござ
いました。

　⃝地域のみなさま

この広報紙は、みなさまからの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根募金）」の一部により発行しています。

編

集

後

記

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お

わ
に
№
158
も
福
祉
関
係
の
情
報
を
盛

だ
く
さ
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
号
の
編
集
に
際
し
て
、
十
二
支

の
最
初
で
あ
る
子
（
ネ
ズ
ミ
）
に
つ

い
て
耳
に
し
た
話
。
ネ
ズ
ミ
は
田
畑

や
人
家
を
荒
ら
す
の
で
、
害
獣
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
で
も
、
白
ネ
ズ
ミ

は
大
黒
様
の
使
者
と
言
わ
れ
、
古
く

か
ら
吉
兆
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ネ
ズ
ミ
算
」
で
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
と
て
も
繁
殖
力
が
高
く
、
子

孫
繁
栄
の
象
徴
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ズ
ミ
の
ご
利
益
で
今
年
は
良
い

年
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
調
査
広
報
部
会
）

投
稿
歓
迎

　「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の

ご
要
望
や
福
祉
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
お
よ
び
各
団
体
な
ど
で
掲
載
し
て

ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
あ
て
先

大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
川
原
田
３
７
の
６

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
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